
令和８年３月17日（火）
令和７年度 第２回 吹田市精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム専門部会 本会議

令和７年度 

吹田市精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム専門部会

取組状況報告

吹田市 福祉部 障がい福祉室 基幹担当

吹田市 健康医療部 地域保健課 精神保健Ｇ
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地域自立支援協議会 概要図
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吹田市にも包括の課題検討の体制

●精神科と身体科の医療連携

●問題行動をともなう困難事例への支援

●アディクションのある方への支援

●市民への普及啓発

●災害時への準備

等々…

介護保険と住宅設定については

地域生活でも同様の課題あり…

●本人への意欲喚起（よつば会等）

 ●地域生活への不安の解消

 地域の支援者との関係づくり

 地域の社会資源についての情報提供

●気軽な外出支援

●生活スキルを習得するための個別支援

●早期からの地域移行の検討

●病院と地域の支援者の共通理解を促進

する場の構築

●高齢福祉領域（介護保険）との連携

●住宅設定の問題（居住支援協議会と連携）
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地域・構成機関の参画

【事務局】
総括・進捗確認・マネジメント
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精神科病院入院者への働きかけ

令和７年度の取組状況

●本人への意欲喚起 ●地域生活への不安の解消
 榎坂病院の入院患者への取組（茶話会に関連する取組）

    ・地域移行した人のビデオ上映、及びアンケート調査
・職員研修「障がい者グループホームを活用した退院支援について」
・グループホーム見学
・外出訓練

●病院と地域の支援者の共通理解を促進する場の構築
 事例検討会：2/17(火)
     参加者：病院職員 ４名

 支援機関 10名
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令和７年度の取組状況

地域で暮らす精神障がい者を支える地域づくり

●精神科と身体科の医療連携

 自殺対策推進関係機関連絡会（警察・消防・医療機関）：2/5(木)

参加機関：警察、消防、吹田市医師会、吹田市内の救急告示病院 11機関

●アディクションのある方への支援

・本会議における大阪アディクションセンターの情報提供：7/23（水）

・OACミニフォーラムとよなか・すいた：11/28(金) 参加者：28名

・依存症地域支援ネットワーク強化事業「依存症の理解と支援

～依存症支援について考えよう～」：2/27(金) 受講者：22名

・第11回断酒を考える会(共催：吹田市断酒会)：12/14(日) 参加者：66名



●災害時への準備
・第1回本会議におけるグループワーク・防災の取組報告：7/23（水）
・第2回本会議における情報提供：3/17(火) ※資料1-2

●問題行動をともなう困難事例への支援

 関係機関研修「対応困難といわれる人々の理解と支援

～生きづらさの背景を知り、地域で支える～」

：9/10（水）受講者：53名
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令和７年度の取組状況

地域で暮らす精神障がい者を支える地域づくり



●市民への普及啓発

・心のサポーター養成講座：9/17（水）、11/19（水）、12/6（土）

  受講者：164名

・こころによりそうボランティア養成講座： 1/21(水)、2/9(月)

受講者：７名

・令和７年度メンタルヘルス市民講演会

（共催：公益社団法人大阪精神科診療所協会） 2/3(火) 受講者：40名
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地域で暮らす精神障がい者を支える地域づくり

令和７年度の取組状況



災害時対応スキルトレーニング
～当事者と支援者が一緒にできること～

• 災害関連情報を適切に入手する方法を考える

• 避難時に必要な物品を準備する(リスト化する)

• 避難所・避難ルートを確認する

• かかりつけ病院が連絡可能な場合に、安否を伝える練習

• 水・食料の配給など、不明なことを避難所等の職員に尋ねる練習

• 避難所等の医療班に今の自分の状態・調子を伝える練習

• 自分の病気のこれまでの経過を端的に説明する練習

• 自分に必要な医薬品等を依頼する練習

• 普段からご近所の人と良い関係を築く 等々…

参考：大阪精神医療センター作成資料
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